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一
一
、
良
品
開
構
造
織
形
に
つ
い
て
(
以
上
本
披
〉

一
一
一
、
好
況
と
生
産
憐
遊
ハ
訪
米
・
次
務
)

問
、
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産
総
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五

、

結

論
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一

序

詩

八
千
エ
ク
長
ハ
潟
県
論
の
特
色
は
従
来
の
景
気
珂
論
が
、
そ
の
総
動
原
悶
を
或
い
は
山
貨
物
雨
宮
内
に
求
め
、
或
い
は
貨
幣
的
姿
悶
に
求
め
て

一
万
的
袋
内
か
ら
景
試
縫
動
過
粍
乞
把
握
し
よ
う
と
し
た
の
に
封
し
、
と
の
一
一
つ

O
要
問
。
結
合
か
ら
景
気
縫
↑
勤
を
説
明
す
る
と
と
に
あ

る
。
砕
し
、
と
の
一
一
つ
の
要
閃
が
単
に
一
や
商
的
に
結
合
す
る
の
で
は
な
く
貨
幣
的
要
因
の
作
用
を
主
蹄
し
、
賢
一
物
的
要
悶
が
貨
物
的
婆
肉

に
疏
倒
的
に
作
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
景
議
縫
動
現
象
が
殻
生
ず
る
も
の
と
し
た
。
か
よ
う
に
、
ハ
イ
ヱ
ク
は
貨
幣
的
要
国
に
優
位
性
b
L

州
開
済
協
ナ
研
究

七



ハ
イ
エ
ク
長
円
札
環
論
と
生
地
陀
格
治

林

認
め
て
伐
幣
淵
論
と
財
賀
川
町
論
と
を
結
合
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
景
気
楼
動
乞
把
持
せ
ん
と
す
る
。

論
と
呼
ば
れ
る
の
も
と
の
貨
幣
的
要
悶
の
京
械
か
ら
に
外
な
ら
な
い
。

坑
倣
山
的
安
向
井
」
賀
物
的
要
国
と
の
結
合
が
ハ
イ
ヱ
ク
長
試
現
論
の
特
色
で
あ
る
な
ら
ば
、
と
の
ご
つ
の
要
問
と
と
の
一
一
つ
の
安
閑
が
如

何
に
結
び
つ
く
か
が
ボ
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
貨
幣
的
要
悶
ば
銀
行
組
織
に
蒸
づ
く
流
通
手
段
の
増
加
で
あ
り
、
他
方
、
質
物
的
要

閃
は
ハ

f
ヱ
ク
が
資
本
主
義
的
生
注
の
哨
色
を
迂
回
生
産
に
求
め
て
緋
成
し
た
資
本
家
的
生
産
締
法
同
形
で
あ
る
。

さ
て
，
巾
引
に
、
と
の
一
一
つ
の
姿
悶
の
結
合
に
つ
い
て
見
ょ
う
。
自
然
利
子
容
が
際
立
し
、
そ
の
結
果
白
然
利
子
率
は
貨
幣
利
子
事
か
ら
諮

問
す
る
。
と
の
一
由
利
子
率
の
議
離
は
、
現
在
の
信
用
機
秘
の
下
に
沿
い
て
、
仕
幣
利
子
端
午
を
引
上
げ
る
と
と
な
く
信
用
創
誌
に
よ
り
流
通

貨
幣
H
X
h
q
-
増
加
せ
し
む
る
と
と
が
可
能
で
あ
る
。
と
の
貨
幣
長
の
増
加
が
生
出
純
治
に
作
用
し
、
従
っ
て
、
生
産
持
活
は
縫
化
ず
る
。

ハ
イ
エ
ク
は
長
試
縫
動
乞
生
昆
緋
誌
の
鑓
動
と
し
て
把
梶
し
介
。
好
況
は
生
花
叫
刊
誌
の
延
長
で
あ
り
、
不
況
は
生
産
格
治

ハ
イ
ヱ
ク
景
気
川
町
論
が
貨
幣
的
景
気
疎

か
よ
う
に

一%ー

の
村
山
-
純
で
あ
る
。
従
っ
て
、
法
試
縫
勤
が
生
産
締
誌
の
唆
動
と
し
て
現
象
ナ
ろ
か
ど
っ
か
は
ハ
イ
ヱ
ク
景
気
関
論
の
根
本
問
題
で
あ
る
。

と
三
に
ゐ
い
て
、
私
は
ハ
イ
エ
ク
景
日
米
四
論
に
向
け
ら
れ
た
諸
批
判
に
蒸
づ
い
て
と
の
問
題
乞
取
扱
必
う
と
思
う
。
先
や
ハ
イ
エ
ク
の
抗

い
た
資
本
家
的
生
産
相
悲
同
形
を
研
討
し
、
而
か
る
後
に
M
M
日
米
授
動
の
世
間
机
で
あ
る
生
深
桃
遣
の
鑓
劫
乞
述
べ
る
と
と
に
す
る
。

向
上
小
佐
は
資
本
家
的
生
政
排
治
同
形
芝
説
明
し
、
若
干
の
山
川
副
生
指
摘
す
る
に
止
め
る
。

M
F
M
h
戒
唆
動
過
粍
に
つ
い
て
は
攻
院
に
廻
す
と

と
に
す
る
。



付

三
、
生
産
構
議
固
形
に
つ
い
て

ハ
f
エ
ク
は
、
現
代
の
資
本
主
義
的
生
産
組
織
の
本
質
的
な
特
悦
乞
迂
回
生
花
に
求
め
て
い
る
。
迂
回
生
産
と
は
使
用
可
能
な
る
本
抑

的
生
産
手
段
の
大
部
分
が
車
接
的
な
必
要
の
満
足
の
た
め
に
使
用
さ
れ
る
の
で
な
く
て
、
か
な
り
議
き
将
来
の
た
め
の
消
費
財
乞
、
準
備
す

る
た
め
に
旧
い
ら
れ
る
と
と
で
あ
る
。
と
の
迂
回
生
産
方
法
が
用
い
ら
れ
る
の
は
、
生
産
過
程
の
延
長
に
よ
っ
て
、
我
々
が
一
定
長
の
本

制
的
生
産
予
段
か
ら
よ
り
多
量
の
治
資
財
位
獲
得
す
る
と
と
が
出
来
る
か
ら
で
あ
る
。

さ
て
、
資
本
主
義
的
生
産
組
織
の
本
質
を
話
回
生
産
に
求
め
た
ハ
イ
エ
ク
は
、
資
本
主
義
的
生
誌
の
問
題
が
迂
回
生
産
緋
誌
の
縫
動
に

あ
る
と
見
る
。
か
く
し
て
、
と
の
迂
回
生
産
裕
治
の
意
味
す
る
問
題
乞
明

瞭
に
す
る
た
め
に
、
迂
回
生
産
梼
惑
な
同
形
に
よ
っ
て
表
現
し
、
と
の
閥

第四磁

キ源的生産手詰

?民l
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由
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形
か
ら
そ
の
問
髄
位
指
摘
し
よ
う
と
し
て
い
る
バ
従
っ
て
、

消費期生産額

ハ
イ
ヱ
ク
同
九
一
悼

と
の
生
産
総
詰
同
形
は
政
論
的
た
基
礎
で
あ
り
、

彼
の
景
試
問
論
を
研
究
し
て
い
く
前
に
、
生
産
斡
迭
同
形
を
研
討
す
る
と

と
が
必
要
で
あ
る
。

気
現
時
削
に
お
い
て
は
、

次
に
ハ
イ
ヱ
ク
生
産
時
諮
問
問
形
の
緋
成
に
つ
い
て
見
ょ
う
。

ハ
イ
ヱ
ク
は
迂
回
生
産
椛
諮
そ
表
現
す
る
た
め
に
直
品
川
三
角
形
役
用

い
、
或
る
時
黙
に
公
け
る
泊
費
財
の
生
産
に
必
要
な
る
本
源
的
生
産
手
段

が
連
続
的
に
使
用
さ
れ
る
同
形
を
抗
い
た
。

と
の
同
形
(
箔
…
凶
)
に
沿

一日7ー



ハ
イ
エ
ク
殺
気
持
一
論
と
忠
一
蕗
仕
様
慈

~本

い
て
、
也
角
三
角
形
の
一
一
一
設
の
意
味
す
る
も
の
を
一
訴
す
な
ら
ば
、
民
設
は
治
資
財
の
絞
常
産
出
掛
の
罰
値
乞
去
し
、
底
設
へ
の
謙
一
位
謹
は

生
産
の
清
子
か
ら
完
成
消
費
財
の
産
出
ま
で
に
経
過
す
る
時
間
伝
一
不
し
、
斜
設
は
消
費
財
の
完
成
の
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る
本
源
的
生
産

手
段
が
金
生
産
期
間
に
わ
た
っ
て
投
入
さ
れ
る
と
と
生
示
し
て
い
る
。
そ
れ
故
に
、
そ
の
註
品
川
三
角
形
。
闘
技
は
消
費
財
に
完
成
さ
れ
る

以
前
に
本
泌
的
生
産
手
段
の
数
単
位
が
通
過
す
る
語
紙
的
段
階
の
全
体
又
は
泊
費
財
宝
連
続
的
に
確
保
す
る
た
め
に
、
或
る
時
踏
に
も
が
い

第二樹

ネ源的生投手設

中
出
生
産
拘

て
存
在
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
中
間
生
産
物
の
会
長
を
示
す
と
と
に
な
る
。

消費財生産額

と
の
前
一
角
三
角
形
に
よ
り
現
わ
さ
れ
た
生
産
構
匙
同
形
に
沿
い
て

表
現
ず
る
そ
れ
ぞ
れ
の
意
味
が
明
ら
か
に
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、

構
惑
同
形
の
形
乞
規
定
す
る
も
の
は
、

- 58-

さ
て
、

と
の
生
産

ハ
イ
ヱ
ク
に
よ
れ
ば
一
時
軌
に
公
い

て
消
授
財
の
一
定
量
を
山
由
較
的
に
踏
保
才
る
た
め
に
必
要
な
る
中
間
生
産
物

の
量
と
そ
の
消
投
財
生
産
額
と

ω比
率
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
比
率
は
迂

自
生
産
過
担
の
長
さ
が
い
拭
く
な
る
に
つ
れ
て
、
消
費
財
生
産
制
に
封
し
て
ま

ず
ま
ず
大
き
く
た
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
生
産
椛
遣
は
比
率
の
大
と
な
る

に
つ
れ
て
ハ
イ
エ
ク
の
い
う
所
詰
資
本
家
的
に
有
利
な
る
生
産
総
惑
に
推
移

ハ
2
4

す
る
と
と
に
な
る
。

ハ
f
エ
ク
は
、
先
や
完
全
に
連
続
的
な
生
産
過
程
を
側
一
形
に
描
い
た
の
で
あ
る
。
併
し
、
彼
は
と
の
生
産
椛
悲
同
形
が
現

論
的
目
的
の
た
め
に
は
少
し
扱
い
に
く
く
、
又
か
よ
う
な
諸
前
提
ば
多
分
十
分
に
は
現
質
的
で
な
い
と
の
班
自
の
下
に
、
単
純
化
さ
れ
た

生
産
構
法
同
形
に
修
五
ず
る
。
と
の
単
純
牝
さ
れ
た
生
産
楠
建
同
倍
、
即
ち
第
二
闘
に
沿
い
て
は
、
生
産
の
若
手
か
ら
日
前
絡
の
消
費
射
ま

で
の
過
杭
た
数
段
時
間
に
分
割
し
、
本
滅
的
生
産
手
段
が
連
続
的
で
は
な
く
一
克
明
開
設
経
て
投
下
さ
れ
て
行
き
、
最
後
に
治
安
財
が
生
産

か
よ
う
に



さ
れ
る
。

と
の
単
純
化
さ
れ
た
生
産
椛
誼
同
都
府
に
沿
い
て
、
円
以
格
段
階
は
消
費
財
の
生
産
額
を
現
わ
し
、
本
源
的
生
搾
手
段
去
最
絡
段
附

と
の
問
問
に
介
在
ナ
る
各
段
階
は
相
感
ず
る
生
産
段
階
の
生
産
物
た
現
わ
し
て
い
る
。
各
生
産
段
階
で
は
、
そ
の
前
の
段
措
の
中
間
生
産
物

と
本
源
的
生
産
手
段
と
に
よ
っ
て
そ
の
段
階
の
中
間
生
産
物
注
生
産
し
、
湖
北
一
段
階
づ
っ
尚
北
の
段
酷
か
ら
侃
弐
の
段
階
へ
と
移
っ
て

い
く
。
従
っ
て
、
財
貨
の
運
動
を
見
る
喝
な
ら
ば
絶
え
や
高
弐
の
段
階
か
ら
低
共
の
段
踏
に
移
動
し
て
い
く
。
そ
れ
に
封
し
、
貨
幣
は
財
伐

と
交
換
に
手
渡
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
貨
幣
の
運
動
は
逝
の
方
向
、
即
ち
低
弐
の
段
階
か
ら
尚
北
の
段
脱
出
へ
左
移
動
し
て
行
く
の
で

る
る
。 さ

で
、

(3) (2) (1) 
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同

以
上
に
ゐ
い
て
、
ハ
イ
エ
ク
の
資
本
家
的
生
産
格
治
同
形
の
排
成
に
つ
い
て
説
明
し
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
と
と
に
沿
い
て
は
資
本
家

的
生
産
構
誌
側
形
に
開
削
す
る
問
題
貼
乞
述
べ
よ
う
と
思
う
。

先
や
第
二
件
、
ハ
イ
ヱ
ク
は
「
物
慣
と
生
産
」
に
お
け
る
生
産
格
治
同
形
に
沿
い
て
、
耐
久
財
役
除
外
し
た
。
と
れ
に
つ
い
て
ハ
イ
エ

ク
は
資
本
締
法
の
桂
一
物
的
局
聞
に
闘
す
る
限
り
、
「
一
一
…
角
川
加
が
進
行
中
心
財
の
ス
ト
ッ
ク
の
み
な
ら
や
、
一
時
結
に
存
す
る
耐
久
設
備
や
ど

ハ
3JV

も
表
わ
ナ
と
取
ら
た
け
れ
ば
な
ち
た
い
」
a

と
と
役
認
め
る
。
併
し
な
が
ら
、
耐
久
財
の
な
す
サ
ー
ビ
ス
そ
彼
の
連
続
的
生
産
構
造
同
都
心

中
に
入
れ
る
と
と
は
間
雑
で
あ
る
と
い
う
。
即
ち
、
「
貨
幣
と
交
換
に
段
暗
か
ら
段
階
へ
と
中
間
生
産
物
の
挫
続
的
移
韓
友
表
わ
す
同
形

縦
波
風
一
・
研
究

いじ



ハ
イ
エ
ク
紅
一
双
山
滅
減
論
と
生
車
内
総
議

林

的
表
現
を
使
用
し
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
耐
久
財
の
中
に
去
現
さ
れ
る
例
々
の
サ
ー
ビ
ス
が
賀
際
消
費
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
時
ま
マ
よ
り
近

く
の
段
階
に
接
近
す
る
よ
う
に
規
則
則
的
に
千
を
縫
え
る
と
仮
定
す
る
と
と
は
不
可
能
で
あ
る
か
ら
、
耐
久
財
伝
港
行
中
心
財
伎
と
同
持

ω

(
2一
}

占
法
で
取
扱
う
と
と
は
困
難
で
あ
る
」
「
と
。

さ
て
と
れ
に
よ
っ
て
見
る
限
り
、

ハ
イ
エ
ク
が
資
本
家
的
生
産
椛
法
同
形
か
ら
耐
久
財
そ
除
外
し
た
と
と
は
、
た
だ
同
形
脱
成
上
か
ら

来
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
で
あ
ろ
う
。
併
し
。
「
物
慌
し
し
生
産
」
の
「
第
一
一
版
え
の
序
文
」
乞
見
る
な
ら
ば
、
必
や
し
も
は
州
都
緋
成
上

ω

ハ
イ
ヱ
ク
は
耐
久
財
除
外
の
問
題
に
つ
い
て
弐
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

問
題
と
の
み
受
取
れ
な
い
。
「
第
一
一
版
え
の
序
文
」
に
む
い
て

「
と
の
と
と
は
あ
ま
り
京
大
な
る
快
駄
で
あ
っ
た
と
は
思
わ
れ
な
い
。
特
に
、
流
動
資
本
の
演
や
る
役
割
が
い
加
減
さ
れ
て
ゐ
り
、
花
つ

ハ
3
〉

て
、
国
定
資
本
の
役
割
に
比
較
し
て
流
動
資
本
な
よ
り
強
調
し
よ
う
と
す
る
考
え
を
私
が
持
っ
て
い
る
時
に
は
そ
う
で
あ
る
」

要
す
る
に
、
ハ
イ
ヱ
ク
は
生
産
桃
誌
の
中
で
一
保
守
る
流
動
資
本
の
役
割
が
佐
一
蹴
さ
れ
て
い
る
と
と
乞
認
め
、
そ
れ
に
到
し
流
動
資
本

ω

役
割
ぞ
強
調
し
よ
う
と
し
た
。
ハ
イ
ヱ
ク
の
述
べ
る
如
く
、
流
動
資
本
の
役
割
が
無
脱
さ
れ
て
い
る
時
に
、
そ
の
校
割
笠
間
調
す
る
た
め

に
回
定
費
本
を
除
外
し
て
考
え
る
と
と
は
一
つ
の
方
法
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
併
し
、
現
賓
の
生
産
椛
誌
が
凶
定
資
本
と
流
動
資
本
と

か
ら
梯
成
さ
れ
て
い
る
限
り
、
生
産
構
浩
を
考
え
る
場
合
に
同
定
資
本
の
み
を
考
え
る
と
と
が
生
産
構
治
危
正
し
く
別
解
す
る
と
と
が
川

来
な
い
と
同
校
に
、
流
動
資
本
の
み
生
も
っ
て
考
え
る
と
と
も
又
生
産
秘
趨
乞
廷
し
く
瑚
併
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
の
で
な
か
ろ
う
か
。

固
定
資
本
及
び
流
動
資
本
が
生
産
構
治
に
占
め
る
役
割
に
臨
じ
て
そ
れ
ぞ
れ
評
慌
さ
れ
て
初
め
て
生
産
構
惑
を
正
し
く
把
振
で
き
る

ω
で

な
か
ろ
う
か
。

生
産
梯
治
山
州
形
か
ら
耐
久
財
乞
除
外
し
た
と
と
む
一
つ
の
快
貼

ハ
イ
エ
ク
は
そ
の
後
の
論
文
「
利
潤
、
利
子
及
び
投
資
」
に
必
い
て

と
し
て
認
め
耐
久
財
を
考
慮
に
入
れ
て
資
本
家
的
生
産
構
越
同
形
を
修
正
し
た
。
と
れ
に
つ
い
て
は
後
節
に
於
て
述
べ
る
で
あ
み
う
。

第
一
一
に
、
資
本
家
的
生
産
梯
治
同
形
に
h

掛
け
る
段
階
の
意
味
に
つ
い
て
述
べ
よ
う
。
ハ
イ
エ
ク
は
各
生
産
段
併
に
よ
っ
て
本
源
的
生
産
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手
段
の
数
単
位
が
泊
費
財
に
完
成
さ
れ
る
ま
で
に
経
過
す
る
連
続
的
段
階
乞
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
各
段
肘
は
小
山
生
政
物
左
右
一
品
わ
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
中
間
生
産
物
が
泊
費
か
ら
の
時
間
的
経
過
に
よ
っ
て
配
列
さ
れ
て
い
る
。

ハ
4Jd

「
各
生
産
段
階
の
大
き
さ
は
貨
幣
依
値
制
で
あ
り
物
潤
的
生
産
量
」
で
去
示
し
な
か
っ

た
。
と
の
生
産
段
階
の
貨
幣
樹
で
の
表
示
か
ら
コ
ー
ル
の
戎
の
よ
う
な
鮮
料
が
生
ヒ
て
来
た
よ
う
で
あ
る
。
即
ち
、
「
ハ
イ
エ
ク
博
士

ω

さ
て
、
資
本
家
的
生
産
購
治
同
熔
に
た
い
て
、

川
崎
論
を
正
し
く
政
側
附
す
る
な
ら
ば
、

彼
の
三
角
形
が
市
一
接
に
は
財
貨
で
は
な
く
貨
幣
宮
表
わ
し
て
い
る
。
何
と
な
れ
ば
、
彼
は
あ
る
時
に

は
恰
も
財
伎
の
流
れ
そ
表
示
し
て
い
る
如
く
述
べ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
併
し
な
が
ら
直
接
に
表
示
し
て
い
る

ω
は
財
投
が
去
ら
れ
る
位
悌

(

5

J

 

で
あ
り
、
財
貸
そ
の
も
の
で
な
い
己
か
よ
う
に
コ
ー
ル
は
生
産
段
階
乞
官
接
的
に
は
財
質
的
た
去
現
で
な
い
も
の
と
し
、
生
産
段
針
を

(

6

J

V

 

た
だ
の
貨
幣
磁
の
配
列
と
し
「
貨
幣
段
府
」
と
し
て
解
し
て
い
る
。
併
し
な
が
ら
、
と
の
コ
ー
ル
の
生
政
段
附
の
判
鮮
は
少
し
似
端
で
な

か
ろ
う
か
。
ハ
イ
ヱ
ク
は
各
生
産
段
階
乞
貨
幣
瀬
で
表
現
し
た
け
れ
ど
」
も
、
そ
れ
は
川
氏
立
上
で
あ
り
生
産
緋
治
同
形
で
去
わ
さ
ん
し
し
し
た

の
は
先
守
中
間
生
産
物
の
流
れ
で
あ
っ
た
は
や
で
あ
る
。

ー-6[ -ー

生
産
段
階
の
意
味
に
つ
い
て
の
ホ
l
ト
レ
イ
の
批
判
を
見
ょ
う
。
ホ

1
ト
レ

f
は
ハ
イ
エ
ク
が
「
段
階
」
と
い
う
一
一
一
日
葉
そ
使
用

す
る
と
と
が
設
り
に
導
く
と
い
う
。
「
織
布
工
釈
が
紡
総
工
釈
か
ら
悩
別
さ
れ
、
仕
上
工
程
が
織
術
工
科
か
ら
出
別
さ
れ
、
そ
し
て
仕
式

工
程
が
仕
上
工
程
か
ら
区
別
さ
れ
る
よ
う
に
、
そ
れ
は
一
つ
の
明
瞭
な
過
程
で
あ
る
。
併
し
、
ハ
イ
エ
ク
教
授
が
そ
れ
を
規
定
す
る
時
に

は
、
『
段
階
」
の
唯
一
の
明
白
な
る
特
色
は
完
成
さ
れ
る
以
前
に
経
過
す
る
と
深
川
比
さ
れ
た
期
間
で
あ
る
。
あ
ら
ゆ
る
財
句J
は
続
々
の
呉

な
っ
た
段
併
に
属
し
、
あ
ら
ゆ
る
段
階
は
続
々
の
異
っ
た
財
伎
を
合
ん
で
い
る
。
そ
し
て
ど
の
財
伎
が
ど
の
段
附
に
制
す
る
か
と
い
っ
と

A
h
7
)
 

と
は
現
論
的
に
さ
え
全
く
不
可
能
で
あ
る
」
と
。
ホ

l
ト
レ
イ
の
指
扮
す
る
如
く
、
通
常
生
産
段
階
と
い
う
場
合
に
そ
の
段
酷
は
技
術
的

な
立
味
に
必
け
る
同
一
の
生
産
物
を
生
産
す
る
段
階
を
い
う
に
封
し
、
ハ
イ
エ
ク
の
生
産
段
階
は
か
よ
う
な
段
階
で
な
く
消
費
か
ら

ω時

間
的
経
過
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
中
間
生
産
物
を
配
列
し
た
段
階
で
あ
る
。
従
っ
て
時
一
の
中
間
生
花
物
で
あ
っ
て
括
々
の
段
附
に
路
し

共
に
、総

務
伯
仲
十
研
究

ーと



ハ
イ
Z

ク
景
山
漁
刻
一
札
制
と
生
車
内
総
港

林

生
産
技
術
の
翻
酷
か
ら
見
た
生
産
段
階
と
は
異
な
っ
た
硝
特
た
段
附
役
立
味
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

第
一
一
…
に
は
生
産
期
間
の
問
題
で
あ
る
。
ハ
イ
エ
ク
に
よ
れ
ば
生
産
が
「
資
本
家
的
」
に
な
る
に
つ
れ
て
本
源
的
生
産
手
段
の
使
用
か
ら

治
費
財
の
完
成
ま
で
の
平
均
時
間
が
増
加
す
る
。
又
同
時
に
、
生
産
締
法
凶
形
に
お
い
て
は
そ
の
生
出
段
隣
教

ω増
加
を
意
味
す
る

ω
で

あ
る
。
と
の
よ
う
に
ハ
イ
エ
ク
に
沿
い
て
は
生
産
期
間
の
長
期
化
と
生
産
段
隣
教
の
増
加
と
は
同
一
の
と
と
乞
意
味
し
て
い
る
。

と
の
生
産
期
間
の
長
期
化
と
段
冊
数
の
増
加
と
注
目
一
説
す
る
と
と
に
到
し
、

「
よ
り
資
本
家
的
」
生
産
方
法
は
金
生
産
過
税
の
取
る
時
間
中
乞
必
令
長
期
化
す
る
と
と
に
は

M
立
し
な
い
。
む
し
ろ
資
際
に
は
そ
の
時
聞

を
短
縮
化
ナ
る
可
能
性
乞
指
摘
し
て
い
る
。
そ
の
可
能
性
の
加
山
v
ど
し
て
、
コ
ー
ル
は
戎
の
一
羽
貨
を
指
拙
し
て
い
る
。
「
却
し
い
資
本
が

輸
送
方
訟
の
改
善
の
た
め
に
、
一
つ
の
仕
事
が
よ
り
平
く
議
行
ず
る
た
め
に
、
又
以
前
に
は
例
K

の
余
業
で
行
わ
れ
て
い
た
挫
絞
的
地
位

を
一
絡
に
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
、
か
く
し
て
低
い
資
本
家
的
生
庄
方
法
に
沿
い
て
合
ま
れ
て
い
た
時
間
」
そ
除
去
ナ
る
。
と
の
よ
う
に

「
「
よ
り
資
本
家
的
」
生
産
方
訟
の
使
用
は
生
産
期
間
の
桜
純
化
さ
れ
る
と
と
で
あ
り
、
現
代
の
資
本
家
的
機
締
の
諸
篠
件
の
下
に
沿
い
て

は
と
の
期
間
の
短
縮
そ
た
そ
う
と
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
:
・
:
ハ
イ
エ
ク
博
士
が
と
の
魚
市
一
線
は
時
間
を
去
わ
す
と
い

ハQ
d
)

彼
が
時
間
の
蹴
念
乞
導
入
し
た
と
と
は
残
念
な
と
と
で
あ
る
」

さ
で
、

コ
ー
ル
は
如
何
な
る
千
段
に
よ
る
に
せ
よ

- 62 >-

う
け
れ
ど
も
、

と
れ
ば
寅
際
に
は
彼
の
窓
味
せ
ん
と
す
る
も
の
で
な
ぐ
、

コ
ー
ル
は
投
下
資
本
の
増
加
に
よ
る
「
よ
り
資
本
家
的
」
生
産
方
法
に
推
移
し
た
場
合
に
は
、
必
や
し
も
生
庄
の
若
手
か
ら
治
費
財

ω

完
成
ま
で
経
過
す
る
時
間
は
長
く
な
る
の
で
な
く
、
む
し
ろ
投
下
資
本
は
と
の
時
間
そ
版
純
化
す
る
方
向
に
使
肘
さ
れ
る
と
と
か
山
指
摘
し

て
い
る
。
よ
り
多
く
の
資
本
乞
使
用
ず
る
生
広
方
法
は
「
よ
り
迂
図
的
」
で
あ
り
「
よ
り
資
本
家
的
」
な
生
産
が
法
で
あ
る
。
そ
れ
故

に
、
若
し
生
産
の
迂
図
的
な
程
皮
安
段
陪
で
一
不
ナ
喝
な
ら
ば
、
「
よ
り
資
本
家
的
」
生
産
庁
訟
へ
の
批
移
は
資
本
家
的
生
成
総
治
同
形
に
長

い
て
は
常
拡
段
府
教
の
増
加
と
し
て
現
わ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。
併
し
生
産
期
間
の
長
さ
を
長
期
化
す
る
と
は
必
や
し
も
い
わ
れ
な
い
の
で

な
か
ろ
う
か
。
従
っ
て
、
ハ
イ
エ
ク
が
「
十
小
説
的
生
産
手
段
の
伎
町
か
ら
消
費
財
の
完
成
る
で
の
一
や
均
時
間
」
と
「
生
産
段
知
数
」
と
乞



同
…
の
と
と
と
し
て
見
る
と
と
は
正
し
く
な
い
。

さ
ら
に
ハ
イ
エ
ク
の
生
産
梼
迭
の
長
期
化
が
生
産
期
間
の
長
さ
で
な
く
そ
の
生
産
段
階
数
の
増
加
役
立
味
ず
る
も
の
で
あ
る
と
し
て

も
、
生
産
排
遣
の
長
期
化
が
必
ム
ゲ
生
産
段
階
教
の
増
加
を
意
味
す
る
で
あ
ろ
う
か
。
と
の
問
題
に
開
附
し
て
も
コ

l
ル
の
考
え
は
否
定
的
で

あ
る
。
コ
ー
ル
は
「
よ
り
資
本
家
的
」
生
産
方
法
、
即
ち
よ
り
多
く
の
資
本
を
使
用
す
る
生
産
方
法
が
必
A
Y

「
よ
り
迂
回
的
」
で

b
る
と

い
う
ハ
イ
エ
ク
の
見
解
営
交
入
れ
な
い
で
、
反
釘
に
し
ば
し
ば
「
よ
り
話
国
的
」
生
産
方
訟
は
段
階
の
持
入
よ
り
も
む
し
ろ
段
陪
ゆ
除
去

を
立
味
ナ
る
か
も
知
れ
な
い
と
い
う
。
勿
論
、
技
は
「
よ
り
資
本
家
的
」
生
産
方
法
が
必
や
ど
ち
ら
か
で
あ
る
と
い
う
の
で
は
な
い
。
握

、
立
段
指
数
は
「
よ
り
資
本
家
的
」
生
産
方
訟
の
採
用
に
よ
っ
て
縫
化
し
な
い
の
で
あ
り
、
従
っ
て
、
生
産
が
「
よ
り
資
本
家
的
」
担
態
乞

〈
山
一
}

取
る
に
つ
れ
て
、
増
加
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
必
要
は
な
い
と
述
べ
て
い
る
。

コ
ー
ル
は
資
本
家
的
生
産
方
訟
を
測
定
す
る
凡
皮
と
し
て
生
産
段
階
教
の
増
減
乞
も
っ
て
見
る
と
と
は
出
来
な
い
と
い
う
。

ハ
ィ
エ
ク

の
意
味
す
る
生
産
段
時
左
中
間
生
産
物
が
貨
幣
と
交
換
に
手
を
替
え
る
段
階
と
取
る
な
ら
ば
、
「
よ
り
資
本
家
的
」
生
産
点
訟

ω
搾
出
は
し

ば
し
ば
山
連
続
せ
る
段
階
に
沿
い
て
倒
々
の
企
業
に
よ
っ
て
た
さ
れ
て
い
た
仕
事
が
余
業

ω結
合
の
結
果
と
し
て
一
企
業
に
よ
っ
て
な
さ
れ

る
場
合
が
あ
り
作
る
か
ら
生
産
段
指
数
は
減
少
す
る
で
あ
ろ
う
。
併
し
生
産
段
階
を
技
術
的
立
味
に
解
ず
る
均
な
ら
ば
、
生
庄
段
階
教
は
「
よ

り
資
本
家
的
」
生
産
方
法
と
共
に
増
加
す
る
か
、
或
い
は
同
一
で
あ
っ
て
減
少
す
る
と
と
は
な
い
の
で
な
か
ろ
う
か
。
も
っ
と
も
ハ

f

エ

ク
が
生
産
段
府
乞
技
術
的
な
味
に
解
し
た
か
ど
う
か
は
疑
問
で
あ
ろ
う
。

第
凶
に
は
資
本
家
的
生
産
総
遣
と
技
術
と
の
開
挫
に
つ
い
て
の
問
題
で
あ
る
。
「
物
慣
と
生
産
」
に
沿
い
て
は
、

戸

H
J〉

的
知
識
が
同
一
で
あ
る
」
と
い
う
前
誌
の
下
マ
資
本
家
的
生
産
格
治
の
挫
勤
役
考
察
し
た
。
先
や
と
の
前
提
に
封
ず
る
コ
ー
ル
、

ハ
イ
エ
ク
は
「
技
術

及
び
ホ

ー
ト
レ
イ
の
見
解
左
越
べ
よ
う
。

と
の
「
技
術
的
知
識
が
同
一
で
あ
る
」
と
い
う
前
提
に
つ
い
て
、

コ
ー
ル
は
「
技
術
的
経
化
の
影
響
を
除
外
し
た
朕
態
に
基
づ
い
て
い

総
務
総
ナ
研
究

と
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円
イ
エ
ク
A
A
L
紙
調
叫
論
と
生
成
機
透

寺本

〈
刊
H
V
る
」
と
県
側
附
し
て
共
の
よ
う
に
い
う
。
「
技
術
的
礎
化
と
は
何
か
。
そ
れ
は

(a)
況
な
る
新
護
明
か
、
或
い
は

(b)
新
し
い
獲
明
に
よ
る

又
は
肢
に
た
さ
れ
た
琵
明
の
使
用
の
強
大
に
よ
る
縫
化
そ
合
ん
だ
産
業
の
技
術
的
椛
治
の
挫
化
で
あ
る
の
か
。
私
は
ハ
イ
エ
ク
博
士
が

(a)
注
意
味
し
て
い
た
に
建
い
な
い
と
思
う
。
若
し
ハ
イ
ヱ
ク
博
士
が

(
b
)
役
立
味
し
た
と
す
る
"
な
ら
ば
、
私
は
全
く
技
術
的
経
化
を
合

〈口一
v

ま
な
い
如
何
な
る
万
法
に
て
も
吋
よ
り
資
本
家
的
」
に
な
る
産
業
組
織
を
考
え
る
と
と
は
出
来
な
い
」
と
。
又
、
ホ
l
ト
レ
イ
も
「
ハ
イ

エ
ク
教
授
の
議
論
は
す
べ
て
「
技
術
的
知
識
」
が
同
一
で
あ
り
、

従
っ
て
い
る
」
と
い
う
。

そ
し
て
技
術
的
進
歩
に
よ
る
生
産
陣
地

ω
姥
劫
は
な
い
と
い
う
僚
件
に

コ
ー
ル
は
技
術
的
提
化
な
く
し
て
生
産
総
悲
の
挺
動
左
考
え
る
と
と
は
出
来
た
い
と
い
い
、
ホ

1
ト
レ
イ
は
技
術
的
進
歩
が
な
い
場
合

に
九
掛
け
る
生
徒
椛
誌
の
長
期
化
を
考
え
て
い
る
。
さ
て
ハ
イ
エ
ク
は
技
術
と
生
涼
構
造
と
の
関
係
に
つ
い
て
如
何
に
考
え
た
の
で
わ
ろ

う
か
。
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ハ
イ
ヱ
ク
は
「
物
慣
と
生
産
」
に
沿
い
て
は
議
に
技
術
的
知
識
は
同
一
で
あ
る
」
と
い
っ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
従
っ
て
、
そ
れ
が
は

一
の
技
術
の
下
に
沿
い
て
生
産
構
訟
の
鑓
勤
乞
考
察
し
た
の
か
、
或
い
は
技
術
的
知
識
は
対
抗
化
し
な
い
が
現
在
採
出
し
て
い
る
技
術
よ
り

も
「
資
本
家
的
」
友
生
産
技
術
が
凱
に
知
ら
れ
て
沿
り
、
そ
の
既
知
の
技
術
の
採
用
に
よ
っ
て
長
期
的
生
産
椛
誌
に
批
移
ず
る

ω
か
は
明

瞭
で
な
い
。
併
し
彼
の
著
書
「
資
本
の
純
粋
川
崎
論
」
に
む
い
て
と
の
関
係
乞
明
ら
か
に
し
て
い
る
か
ら
、
そ
れ
に
よ
っ
て
ハ

f
エ
ク
の
論

官
を
明
ら
か
に
し
よ
う
。

「
前
述
の
諸
考
察
(
生
産
過
程
の
延
長
に
つ
い
て
の
考
察
:
:
:
林
〉
は
か
か
る
怠
味
ハ
渡
明
又
は
議
見
:
・
:
林
)
に
沿
け
る
技
術

ω匙
沙

と
何
ら
関
係
乞
も
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
反
封
に
そ
れ
ら
の
諸
考
察
は
知
識
の
不
綾
な
る
僚
件
の
下
に
必
け
る
い
把
化
に
開
聯
し
て
い
る

の
で
あ
る
。
想
定
さ
れ
る
と
と
は
た
だ
何
れ
か
の
時
期
に
於
て
使
用

L
得
る
諸
資
源
の
利
用
に
闘
し
叡
知
の
可
能
な
る
諸
方
訟
が
あ
り
、

雨
し
て
そ
れ
は
現
買
に
採
用
さ
れ
て
い
る
も
の
よ
り
も
大
な
る
牧
誌
乞
も
た
ら
し
は
す
る
が
、
後
の
時
期
会
で
と
の
収
徒
乞
も
た
ら
さ
な



A
U

同一〉

い
と
い
う
加
山
友
以
て
現
寅
に
用
い
ら
れ
な
い
と
い
う
と
と
で
あ
る
」
。

ハ
イ
ヱ
ク
が
護
明
及
び
殻
見
に
基
づ
〈
生
産
技
術
の
進
歩
友
除
外
す
る
た
め
に
「
技
術
的
知
識
が
同
一

で
あ
る
」
と
い
う
前
提
を
泣
き
、
「
物
債
と
生
産
」
に
沿
け
る
生
'
産
総
訟
の
挺
勤
位
取
扱
っ
た
と
見
る
ぺ
き
で
あ
ろ
う
。
ハ
イ
ヱ
ク
に
よ

る
た
ら
ば
、
設
明
及
び
殻
見
が
喝
な
く
て
も
現
在
の
技
術
的
知
識
の
下
で
牧
入
巾
ど
も
た
ら
す
ま
で
の
期
間
の
大
小
に
よ
っ
て
積
々
の
生
産
方

法
が
存
在
し
、
そ
の
期
間
の
大
小
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
臭
っ
た
生
産
方
法
が
採
用
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
長
期
的
生
産
構
造
へ
の
推

移
は
は
…
な
る
生
産
方
法
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
の
で
な
く
‘
異
っ
た
「
よ
り
茨
木
家
的
」
生
産
方
法
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

と
の
よ
う
に
考
え
る
限
り
、
「
技
術
的
知
識
は
同
一
で
あ
る
」
と
い
う
前
提
は
知
識
が
不
鑓
で
あ
る
と
と
注
意
味
し
、
長
期
的
生
産
方

法
に
呼
出
さ
れ
る
技
術
が
不
越
で
あ
る
と
と
乞
意
味
す
る
の
で
は
な
い
。
上
越

ω如
く
、
コ
ー
ル
は
技
術
的
礎
化
な
く
し
て
生
産
誠
治
の

趨
助
役
芯
え
る
と
と
の
出
来
な
い
と
と
た
述
べ
、
技
術
的
提
化
宣
一
一
つ
に
分
け
た
。
一
つ
は

(a)
叩
単
な
る
強
明
、
夜
見
で
あ
り
、
他
は

(
b
)
新
し
い
護
別
に
よ
る
か
又
は
す
で
に
な
さ
れ
た
瑳
明
の
使
用
の
棋
大
に
よ
る
鑓
化
乞
合
ん
だ
産
業
の
技
術
的
締
結
の
礎
化
で
あ
る
。

か
く
し
て
コ

1
ル
は
、
ハ
イ
ヱ
ク
の
前
蛇
す
る
意
味
註

(a)
で
あ
る
と
解
し
た
の
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
生
産
構
造
の
長
期
化
は

(b)
の

立
味
に
な
け
る
技
梯
的
経
化
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
さ
て
、
「
資
本
の
純
梓
環
論
」
に
沿
け
る
ハ
イ
エ
ク
の
見
解
を
見
る
な
ら

ば
、
コ
ー
ル
が
生
産
排
誌
の
長
期
化
を
す
で
に
た
さ
れ
た
護
問
の
使
用
の
棋
大
に
よ
る
技
術
的
経
化
に
よ
っ
て
た
さ
れ
る
と
併
科
し
た
と

と
れ
に
よ
っ
て
見
る
な
ら
ば
、

と
は
A

句
作
川
で
あ
っ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。

ハ
イ
エ
ク
生
沌
秘
法
波
動
に
闘
し
て
の
ヒ
ル
の
見
解
に
つ
い
て
述
べ
よ
う
。
ヒ
ル
は
ベ
ェ
ム
が
平
均
生
産
期
間
乞
ご
つ
の
意

味
に
川
い
て
い
る
と
い
う
。
一
つ
は
「
現
在
の
消
費
財
を
生
産
す
る
た
め
に
水
源
的
生
産
手
段
が
働
い
た
日
教
を
跡
づ
け
る
と
と
か
ら
得

ら
れ
る
成
附
」
で
あ
り
、
他
は
「
将
市
来
邪
何
時
現
，
在
在
の
資
制
源
琴
似T吋
ス
八
ト
ツ
ク
の
生
害
咋
産
亭M伊
ム
物
物
が
泊
枠
夜
(
出
~
来
氷
る
形
で
現
現
曹
わ
わ
れ
る
か
、
乞
主
を
主
ボ

ら
れ
る
時
山
」
で
あ
る
O

ヒ
ル
は
前
者
を
絞
過
期
間
(
仲
何
回
。
。
5
1
0片
足
℃
2
2
8
と
呼
び
、
後
者
は
後
想
期
間

(
5
0
8片
付
山
吉
伸
乱
句
。
氏
。
仏
)

4LKネ
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パ
イ
ヂ
グ
申
米
議
環
論
と
生
産
構
法

林

と
い
う
。

さ
て
、
生
産
期
間
そ
二
つ
の
意
味
に
僻
し
て
、
ヒ
ル
は
と
の
ご
う
の
生
花
期
間
の
関
職
に
つ
い
て
述
べ
る
。
ヒ
ル
に
よ
れ
ば
、
「
均
街

駅
態
よ
り
山
川
護
し
、
始
ま
っ
た
す
べ
て
の
新
し
い
遇
税
が
完
成
す
る
と
仮
定
す
る
た
ら
ば
、
強
想
期
間
の
長
期
化
は
暫
く
し
て
か
ら
全
く

Ar一
間
}

等
し
い
抗
措
期
間
の
長
期
化
に
よ
っ
て
作
な
わ
れ
、
:
:
:
前
者
の
期
間
の
一
肌
縮
は
故
絡
に
は
後
者
の
相
艇
の
一
飢
締
役
作
う
で
あ
ろ
う
」
。

併
し
、
「
却
し
均
術
的
前
提
を
持
て
る
な
ら
ば
、
一
一
つ
の
一
小
均
期
間
は
必
や
し
も
相
臨
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
不
況
の
初
め
に
》
い
て
、
議

想
明
聞
は
な
漣
に
結
少
す
る
に
封
し
、
経
過
期
間
は
第
一
に
は
好
況
の
間
に
始
ま
っ
た
迂
回
過
杭
の
完
成
の
結
果
と
し
て
、
第
二
に
は
置

換
の
小
・
与
え
は
減
少
に
よ
る
同
定
資
本
の
平
均
年
数
の
増
加
の
結
果
と
し
て
、
長
開
化
さ
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。
又
不
況
の
符
に
沿
い

て
、
渋
川
忠
則
一
川
川
は
行
述
、
現
存
の
過
釈
を
維
持
す
る
た
め
に
必
要
な
る
水
準
以
下
に
あ
り
、
そ
し
て
と
れ
ら
の
過
釈
に
必
姿
な
る
資
本
は

治
抗
し
て
い
る
。
と
の
諸
事
前
の
下
で
は
、
経
過
期
間
の
長
期
化
主
始
め
る
と
と
な
く
、
強
想
期
間
は
資
本
が
置
換
さ
れ
る
ま
で
一
時
的

円
一
川
)

に
均
術
水
ホ
以
上
で
あ
り
得
る
と
と
が
出
来
る
L
O
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長
以
妙
~
劫
の
過
程
に
沿
い
て
、
経
過
期
間
と
珠
恕
期
間
は
必
や
し
も
相
臨
す
る
も
の
で
な
い
と
地
ベ
て
、

間
が
時
以
恕
期
間
で
あ
る
と
い
う
。
即
ち
、
一
吋
物
僚
と
生
産
」
と
そ
の
他
の
場
所
に
K

ぶ
い
て
、
ハ
イ
エ
ク
は
信
用
の
膨
脹
に
よ
り
平
均
生
産

期
間
が
好
況
の
期
間
に
わ
た
っ
て
そ
れ
が
永
久
に
維
持
さ
れ
る
と
と
の
出
来
る
以
上
に
長
期
化
さ
れ
、
そ
し
て
恐
慌
は
必
熱
的
に
結
く

「
よ
り
一
知
期
的
」
期
間
へ
の
推
移
左
去
す
と
い
う
こ
と
や
一
簡
単
に
主
張
し
て
い
る
。
そ
の
鑓
動
が
景
気
謎
勤
の
特
色
で
あ
る
時
間
要
素
は

円
一
叩
V

強
制
叫
期
間
で
あ
り
経
過
期
間
で
な
い
と
と
は
上
誌
の
後
民
さ
せ
た
議
論
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
い
と
。

さ
で
、
「
ハ

1
ク
の
主
張
主
賓
と
の
調
和
乞
認
め
よ
う
と
し
た
と
ル
の
主
幹
じ
に
封
し
、
高
田
保
馬
博
士
は
弐
心
よ
う
に
反
封
な

ヒ
ル
は
ハ
イ
ヱ
ク
の
生
産
期

さ
れ
る
。
「
新
し
く
投
下
せ
ら
る
る
部
分
に
つ
い
て
の
み
考
う
る
こ
と
は
、
枇
ん
聞
け
の
全
資
本
準
備
に
つ
い
て
考
え
よ
う
と
ず
る
ハ
イ
ヱ
ク

の
立
は
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
究
艇
に
於
て
成
立
す
る
み
一
資
本
と
杢
持
働
と
生
産
力
と
の
間
の
均
衡
な
考
察
す
る
所
の
ベ
ヱ
ム
の
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ハ

f
ヱ
ク
は
「
物
伎
と
生
産
」
に
丸
山
け
る
資
本
家
的
生
産
純
治
山
州
形
が
「
耐
久
財
の
訟
も
京
姿
な
る
資
本
湘
一
態
で
あ
る
吠
界
に
は
趨
用

(

j

J

 

さ
れ
な
い
し
、
間
々
の
生
産
段
附
の
依
存
性
が
単
純
的
な
印
象
伝
わ
た
え
る
」
と
7
r
位
認
め
、
「
利
問
、
利
子
及
び
投
資
」
に
沿
い
て
資

本
的
生
花
締
法
同
形
の
修
正
を
し
た
。

さ
で
、
と
の
修
正
さ
れ
た
資
本
家
的
生
産
枯
誌
同
形
に
た
い
て
も
や
は
り
段
附

ω
蹴
念
を
維
持
し
、
「
物
慣
と
生
産
い
に
必
け
る
資
本

家
的
生
出
椛
治
山
川
形
の
「
単
純
的
配
置
佐
も
う
少
し
精
巧
な
る
同
形
に
縫
え
」
よ
う
と
し
て
い
る
。
以
下
に
沿
い
て
ハ
イ
ヱ
ク
の
拙
い
た

資
本
家
的
生
産
締
法
同
形
乞
説
明
す
る
な
ら
ば
、
先
ふ
γ
消
出
火
財
毘
業
中
《
段
附

i
と
し
、
諸
生
産
財
宇
一
直
接
に
抽
出
口
財
産
業
に
供
給
す
る

郁
子
な
る
夜
来
b
L

そ
れ
ら
の
供
給
す
る
生
産
財
の
資
本
家
的
杭
口
の
大
小
に
よ
っ
て
段
僻

E
、
臣
、

wu
と
し
て
分
類
す
る
。
段
階
H
E

は

資
本
家
的
点
訟
の
最
も
眠
い
却
の
生
産
財
、
郎
ち
原
料
や
単
純
な
る
道
兵
役
供
給
し
、
段
阿
川
富
は
少
し
樹
久
性
の
あ
る
設
備
や
自
動
性

の
少
な
い
機
械
を
段
府

I
及
び
H
H

に
供
給
し
、
又
段
階
評
は
よ
り
資
本
家
的
方
訟
の
郡
一
の
機
械
を
供
給
す
る
。
か
よ
う
に
生
産
段
閉

が
上
る
に
つ
れ
て
ま
す
ま
す
高
度
の
資
本
家
的
な
機
M

概
念
供
給
す
る
の
で
あ
る
。

と
の

M
m
に
沿
い
て
ハ
イ
ヱ
ク
は
現
賢
一
の
生
産
椛
治
乞
完
全
に
は
表
現
し
て
い
な
い
と
と
は
認
め
る
が
、
「
少
な
く
と
も
る
る
純
度
全

(
4ゾ

で
は
現
討
の
産
業
組
織
の
水
質
的
な
特
色
彩
一
表
わ
し
て
い
る
」
と
考
え
る
。
仰
と
な
れ
ば
、
「
あ
る
産
業
は
か
な
り
直
接
的
に
又
は
支
配

68 -



的
に
治
四
財
産
業
に
よ
る
資
本
財
m一
巾
嬰
に
依
存
し
て
い
る
。
そ
れ
に
反
し
、
他
の
涼
業
は
ほ
と
ん
ど
他
の
資
本
財
注
業
に
役
立
つ
よ
う
に

現
わ
れ
、
そ
し
て
な
ゐ
他
の
産
業
は
「
よ
り
資
本
家
的
』
、
「
よ
り
M

労
働
部
約
的
」
生
産
方
法
へ
と
批
移
に
沿
い
て
、
す
べ
て
の
他
心
斥
業

ハ5JV

友
援
助
す
る
の
に
過
し
て
い
る
」
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
修
正
さ
れ
争
率
的
生
産
話
器
は
「
盟
主
産
」
主
け
る
生
産
諸
制
服
よ
り
も
現
宮
生
出
掛
誌
に
近
づ
い
た
と

と
は
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
第
一
に
耐
久
財
を
重
闘
し
て
生
産
純
治
同
形
の
中
に
取
入
れ
た
と
と
で
あ
る
。
資
本
主
義
的
生
産
心
強

民
に
つ
れ
て
副
久
財
の
生
産
排
誌
に
占
め
る
主
要
性
は
ま
ず
ま
ず
増
大
す
る
の
で
あ
る
か
ら
生
出
椛
治
同
形
の
中
に
耐
久
財
を
取
入
れ
た

と
と
は
一
歩
現
授
の
、
生
産
椛
治
に
近
づ
い
た
こ
と
に
た
ろ
う
。
第
こ
に
は
段
貯
の
規
定
と
そ
の
諸
段
附
心
開
挫
で
あ
る
。
「
物
依
と
生
庄
」

に
沿
い
て
は
段
附
は
市
中
間
生
産
物
を
示
し
、
そ
れ
が
泊
費
か
ら
の
時
間
的
距
離
に
よ
っ
て
配
列
さ
れ
て
い
た
。
市
る
に
、
「
料
問
、
利
子
M
A

び
投
賢
」
に
た
け
る
資
本
家
的
生
産
械
器
附
滑
に
沿
い
て
は
、
各
段
鮎
m
は
産
業
部
門
を
去
し
、
必
一
夜
業
部
門
、
が
生
ぃ
止
す
る
生
産
物
の
「
資

本
家
的
」
性
質
の
大
小
に
よ
り
消
費
財
生
産
部
門
か
ら
上
方
に
配
列
さ
れ
て
い
る
。
生
花
段
階
が
中
間
生
産
物
で
な
く
荷
主
部
門
を
去
す

と
と
に
よ
り
、
川
平
に
生
産
活
動
の
結
果
と
し
て
出
来
た
生
虎
物
の
み
で
な
く
そ
の
生
産
に
伎
川
さ
れ
た
諸
生
沌
手
段
を
も
久
川
段
階
に
合
ま

れ
る
こ
と
に
た
り
、
生
産
段
階
は
よ
り
現
世
一
に
近
づ
い
た
。
又
各
段
階
は
北
の
段
附
に

ωみ
生
市
物
を
供
給
す
る

ωで
な
く
、
そ
の
段
肘

よ
り
低
次
の
段
問
に
也
接
に
中
間
生
産
物
な
給
す
る
と
と
に
よ
り
、
換
言
す
れ
ば
複
続
的
去
一
不
に
よ
り
、
各
段
階
、
即
ち
沌
主
部
門
が
椛

接
に
関
連
づ
け
ら
れ
る
と
と
に
な
る
。
併
し
各
庄
業
部
門
は
複
線
的
関
挫
で
十
分
な
の
で
は
な
い
c

と
の
関
連
乞
正
し
く
夫
現
す
る
た
め

A
U
7
V
 

ハ
イ
エ
ク
も
認
め
る
如
く
桁
環
的
去
一
不
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
た
い
で
あ
ゐ
う
。

に
は
在
線
的
表
現
で
な
く
、

い
て
、

ハ
イ
ヱ
ク
景
拭
瑚
論
の
質
物
的
側
面
で
あ
る
資
本
家
的
生
応
措
諮
問
川
形
に
つ
い
て
考
察
し
て
き
た
。
市
川
市
以
下
に
む

と
の
資
本
家
的
生
産
椛
誌
同
形
が
貨
幣
的
要
凶
の
影
響
に
よ
っ
て
ひ
き
沿
と
さ
れ
る
縫
劫
過
粍
の
考
察
に
入
る
と
と
に
す
る
。

以
上
に
よ
っ
て
、
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